公立大学法人大阪府立大学
平成２３事業年度業務実績に関する評価結果の概要

大阪府総務部行政改革課

　公立大学法人大阪府立大学の各事業年度の業務実績については、地方独立行政法人法に基づき、大阪府地方独立行政法人評価委員会による評価を受けることとなっており、平成24年8月21日に開催された第28回評価委員会において、平成23事業年度の業務実績の評価結果が決定されました。
　
全体評価　「全体としておおむね年度計画及び中期計画のとおりに進捗している」
○大項目について、５項目のうち４項目がＡ評価（計画どおり進捗）、１項目がB評価（おおむね計画どおり進捗）であり、教育研究等の質の向上についても計画どおり進捗していることを確認した。

○委員会コメント
「地域貢献の積極的な推進、外部研究資金の獲得増加など平成２３年度においても目標に向けて十分な努力をされている点は、全体として高く評価する。現在、７学部から４学域体制への再編という大きな変革も成し遂げ、着実に改革を定着させていくという重要な時期を迎えているが、戦略性を持って人材育成や教育研究等に取り組み、社会における公立大学としての存在意義を高めることが必要である。」
○　評価区分　Ｓ：特筆すべき進捗状況　Ａ：計画どおり　Ｂ：おおむね計画どおり　Ｃ：やや遅れている　

　　　　　　　Ｄ：重大な改善事項あり

○　「教育研究等の質の向上」（「地域貢献等に関する項目」及び「国際化に関する項目」を除く）については、教育研究の特性への配慮から、専門的な観点からの評価は行わず、進捗状況の確認にとどめた。
	大項目
	評　価　
	　　　　　　　主な判断理由・特記事項

	教育研究等の
質の向上
	「計画どおり」　

進捗していることを確認
	○教育研究活動を着実に行い、質的向上を図っている。

　特筆すべき主な取組みは次のとおり。

・平成24年4月から、従来の学部・学科からより幅の広い学域・学類体制への転換を図るため、7学部28学科を4学域13学類へと改編する準備を推進し、短期間で大きな改革を実現したと認められる。

	
	地域貢献及び
国際化の項目
については、
Ａ評価に該当
	○大阪府立大学では、高い水準での専門職種の国家試験合格率の達成による社会に貢献する優秀な人材の育成や共同研究・受託研究の増加等、公立大学の重要な使命の一つである地域貢献に努めている。加えて、海外からの留学生受け入れについての目標数を達成するとともに、外国人招へい教員事業や海外留学支援事業などにより、国際交流活動の活発化や国際的に通用する研究能力の向上を図っている。また、工業高等専門学校では、積極的に出前講座・公開講座を行うなど、地域貢献を強化している。


	業務運営の
改善及び効率化
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	○理事長のトップマネジメントが発揮できる組織づくりや保育施設の開設、教員組織の再編、事務組織の改革等、年度計画を着実に実施できている。教員業績評価制度については、運用に大きな遅れが生じているが、難易度の高い教員業績評価制度の導入に向け取り組んでいることは評価できる。


	財務内容の改善
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	○大学のシーズ紹介フェアやホームドクター制度を活用した技術相談を通じた共同研究・受託研究等の獲得、国プロジェクトの採択等を通じて、外部資金獲得件数・額が前年度実績を超えるなど、着実に計画を実施した。

	自己点検・評価
及び情報提供
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	○利用者がより閲覧しやすいようにホームページの改善を行い、その結果、ホームページ閲覧数が増加するなど、わかりやすく効果的な広報展開に努めている。また、府大学術情報リポジトリ（※）への紀要論文、学位論文等の登録など、教育研究活動の保存、蓄積、そして学内外への発信という取組みも進めた。

	その他の業務
運営
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	○エコキャンパスへの取組みを推進し、年度計画の目標を上回る大学全体のCO2排出量削減の達成やキャンパスプランに基づいた計画的な施設改修・整備などを着実に実施した。


※　大阪府立大学で生産された教育研究成果等を電子的に蓄積・保存し、インターネットを通じて学内外へ発信するためのシステム。
資料　３
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